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第Ｖ章総合考察

農耕地、特に野菜畑に必要以上に施用された窒素は、

環境中で様々な形態必詑･温血》に変化し、過剰になった場

合は環境汚染物質として問題となる34'4'･鰹鋤9.霜'77） ◎

環境庁は、平成11年２月22日に、水質汚濁に係わる人

の健康の保護に関する環境基塑および地下水の水質汚濁

に係わる環境基地に硝酸性窒素を追加し、硝醗性窒素お

よび亜硝酸性窒素の総量をｌＯｍｇＬ･'以下と定めた。この

ため、作物に施用する窒素鼠は、生産性だけでなく、環

境に配慮することが必要である3s")。一方、消費者側か

らは、安全．安心な農産物57血….101．lo3)を要望する声が商

まり、化学肥料や化学合成農薬をできるだけ低減して栽

培した農産物が求められている。

このような流れは全国的なものであり、千葉県におい

ても同様で、農業と環境をテーマに千葉県農業総合研究

センターでこれらに対応すべくプロジェクト事業が始ま

った。すなわち、千葉県環境保全型農林業技術開発研究

事業5.刀において、減窒素肥料・減化学農薬を研究課題と

して取り組んだ。著者は、本プロジェクトに参画し、野

菜における減窒素肥料をテーマに取り組んできた。

そこで、著者は、これまで研究してきた減窒素および

減肥の考え方を整理し、野菜栽培における窒素肥料低減

化技術に関して総合的な考察をおこなった。

施肥斌を決定するに当たっては、目標収股、成分吸収

量、成分の天然供給品、肥料成分の利用率を考感する必

要がある。一般に、施肥戯は下記の式で表される｡

施肥赴＝目標収堂を得るため必要吸収杜(①)ー天然供給鉦(②）
肥料成分の利用率(③）

ここで、①は野菜の目標の生育品や収仕を碗保するため

に必要な窒素吸収蛍、②は主として土域中の残存窒素を

指している。③は使用する肥料等の麺類や施肥位皿等に

よって異なってくる。

施肥窒素愚を決定する３つの要因のうち、①の「目標

収赴を得るための必要吸収趣」については、生育時期別

に必要成分鐙を把握することにより、無駄な時期の施肥

を削減できる。②の「天然供給鼓」については、土塊診

断に基づいて土壌残存窒素の有効利用を図ることによっ

て、施肥品を低減することができる°また、③の「肥料

成分の利用率」については、野菜に効率的に利用される

ような肥料や施肥法を導入し、肥料窒素の利用率を高め

ることによって施肥鼠を低減することができる。これが

窒素肥料低減の基本的な考え方‘6)である。そのための技

術として、ここでは､チェーンポット内施肥(局所施肥)、

汁液栄養診断に基づく追肥（施肥時期の改善）および土

3７

壊残存窒紫の利用をとり上げた。

１．ネギのチエーンポット内施肥（局所施肥）

局所施肥は､作物の根が分布する位置に肥料を施用し、

効率よく肥料成分を吸収させる施肥法である。現在は、

農業機械を利用することにより作業の省力化が優先され

ているために全面全届施肥が一般的となっているが、全

面施肥は作物の植え付けられていない位置にまで施肥さ

れているため、肥料の利用率が低いという短所がある。

それに対して、局所施肥には以下のような長所がある。

①施用された肥料が作物に有効に吸収され、肥料の利用

率、すなわち施肥効率が高く、肥料の流出や揮散が少な

く、水系や大気に対する負荷が少ない。②肥料が効率的

に吸収されるため、生育が促進され、収麓の確保や品質

向上が図られる。③肥効効率が高いため、減肥栽培が可

能となり、資源を大切にできる。④作物の生育ステージ

に合った般適位世に施用することにより、生育制御も容

易になる。

一般に、局所施肥は、施肥幅が広いマルチ内施肥馳逗)、

畦内施肥胤11,条施肥Iio)、側条施肥必'０４．１１５)および植瀧施肥

'４．ｍ‘144)などと比べて、より施肥幅を限定した植穴施肥漣)、

ポット内施肥副”、セル内施肥M鈍ら')および育苗箱施肥

麹7郷‘輯)などで高い率の減肥に成功している。また、これ

らの那例で共通することは､適正な肥料の選択すること、

および局所施肥と追肥を組み合わせるより全戯基肥とし

て局所施肥した方が減肥割合が向上することである。

各作物の施肥に当たっては、土壌中の窒素濃度と生育

時期別の養分吸収経過の解析から合理的施肥を行うこと

がⅢ要である。一般的に、作物の生育初期には根城の広

がりが小さく肥料の吸収戯も少ない。この時、局所施肥

により効率的に養分を吸収させて、良い生育を促すこと

が可能な作物秘としては、比較的濃度障害（アンモニア

害も含む）を受けにくい耐塩性の作物種が適する。キャ

ベツ、ハクサイ、ホウレンソウ、スイートコーン、タア

サイなどがある。作物の窒素吸収錐に対する施肥量の倍

率と相対的耐塩濃度との関係画)は、ダイコン、キャベツ、

ハクサイなどは土壊溶液濃度を高くしないと十分に肥料

を吸収できないと考えられている。これらの作物では条

施肥などにより肥料濃度を局所的に高め生育の前段階で

十分吸収させることにより、収還の維持を図りつつ肥料

を減らすことが可能となる。一方、耐塩性が弱く、施肥

戯の倍率が高いネギ、タマネギ、イチゴなどの栽培期間

の長い作物は、適期少赴の多数回追肥により肥料の利用






























